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研究成果の概要（和文）：最近、新製品の普及には革新的消費者に加えてインフルエンサー（強い影響力を持つ
消費者）の重要性が指摘されている。多くの購買・使用経験を積み、企業側から教育も受けたレビュアーが自然
発生的に生まれ成長したという意味で、その上位ランク者をオーガニック・インフルエンサーと定義する。本研
究では通常の理論的概念に基づいたスケール作成とは逆に企業の使用したい実在する上位ランク者を抽出する簡
便な作成法（後方スケール）を提案する。さらにこれを使用して、ビッグデータが蓄積される前の本スケールで
収集したデータのみで、最高ランクのレビュアーを抽出するモデルを提案した。消費者トレイツを用いた本研究
の貢献は貴重である。

研究成果の概要（英文）：Recently, it has been pointed out that in addition to innovative consumers, 
the importance of influencers (energetic influencing consumers) is essential for the spread of new 
products. An organic influencer is defined as a top-ranked in the sense that he/she has naturally 
gained a lot of purchasing and usage experience and was educated by the company side. Contrary to 
the scale creation based on the theoretical construct, we propose a simple scale creation method 
(backward scale) to extract the existing top rank equivalent, which the company wants to use. 
Furthermore, using this, we proposed a model to obtain the highest ranked reviewers only with data 
collected on this scale before big data was stored. Contribution of this research based on consumer 
behavior reason is valuable.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的には、正統派には俄には受け入れ難い模様である。彼らは、理論的構成概念を作り、それに沿った複数の
項目を作って、５件法などのリカートスケールでの評価ポイントの和をスケールとし、信頼性や妥当性検査を経
て完成とする。ところがビジネスはもっと精度の良いものを望んでいることも事実である。そうした社会的ニー
ズに対応して、ビジネスが特定の消費者（楽天市場のレビュアー番付者）を指定して、この消費者を特定すべ
く、公刊のインフルエンサー、マーケットメイブンなどのスケール項目をバラシて番付ランクと相関の最も高い
項目の上位１０項目程度でスケールを作る。正に後方スケール (Backward Scale)である。
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